
日
本
の
伝
統
文
化
「
茶
道
」
を
体
験

　

10
月
３
日
（
土
）
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
水
橋
分
館
主
催
「
サ

タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
」
で
、「
和
菓
子
作
り
」
と
「
茶
道
」
の
教

室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
和
菓
子
職
人
と
町
更

生
保
護
女
性
会
茶
道
部
が
講
師

を
務
め
、
参
加
児
童
は
茶
道
の

作
法
を
積
極
的
に
学
び
ま
し
た
。

体
験
を
通
し
て
「
お
も
て
な
し

の
心
」
も
学
び
、
子
ど
も
た
ち

は
「
た
く
さ
ん
の
日
本
の
良
さ

に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

漆
原
先
生
・
山
中
先
生

ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　

10
月
18
日
（
日
）
総
合
情
報
館
多
目
的
室
で
、「
漆
原
智
良
・

山
中
桃
子
展
」
の
関
連
事
業
と
し
て
「
漆
原
智
良
・
山
中
桃
子

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

小
学
生
時
代
を
芳
賀
町
で
過

ご
し
た
漆
原
先
生
は
、
大
切
に

し
た
い
心
や
芳
賀
町
で
の
昔
懐

か
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
語

り
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
参
加

者
は
、
２
人
の
楽
し
い
ト
ー
ク

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

町
食
生
活
改
善
推
進
員
会

 

30
周
年
記
念
式
典

　

10
月
20
日
（
火
）
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、

町
食
生
活
改
善
推
進
員
会
30
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

 

　

参
加
者
は
、
30
周
年
を
振

り
返
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
、
こ

れ
ま
で
の
活
動
を
懐
か
し
く
振

り
返
り
ま
し
た
。
穴
山
く
み
こ

さ
ん
に
よ
る
「
笑
い
は
身
体
の

美
薬
」
と
題
し
た
講
演
会
で
は
、

会
場
は
終
始
笑
い
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

人
権
の
花
終
了
式
・
人
権
教
室

　

10
月
29
日
（
木
）
芳
賀
北
小
学
校
で
、
人
権
の
花
終
了
式
・

人
権
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

５
月
に
贈
ら
れ
た
花
を
育
て

る
こ
と
で
優
し
さ
や
思
い
や
り

を
学
ん
で
き
た
４
年
生
に
対

し
、
町
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
か

ら
「
こ
れ
か
ら
も
思
い
や
り
を

持
っ
て
生
活
し
て
ほ
し
い
」
と

の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。
最

後
に
、
子
ど
も
た
ち
は
「
本
当

の
強
さ
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

永
年
の
貢
献
を
称
え
て

県
戦
没
者
遺
族
大
会
で
表
彰

　

11
月
19
日
（
木
）
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
終
戦
70
周

年
記
念
県
戦
没
者
遺
族
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
席
上
で
、
大
根
田
快
さ

ん
（
西
高
橋
）、
赤
羽
敬
司
さ

ん
（
芳
志
戸
）
と
大
嶋
き
み
子

（
西
水
沼
）
さ
ん
が
、
町
遺
族

会
に
お
い
て
永
年
役
員
と
し
て

遺
族
会
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
こ

と
に
対
し
、
感
謝
状
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。　

交
通
事
故
防
止
に
尽
力

　

10
月
23
日
（
金
）
宇
都
宮
市
文
化
会
館
で
交
通
安
全
功
労

者
等
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
席
上
で
、
交
通
安
全
功

労
者
と
し
て
、
真
岡
地
区
交
通

安
全
協
会
祖
母
井
支
部
の
吉

永
芳
光
さ
ん
（
稲
毛
田
）、
杉

田
佳
子
さ
ん
（
祖
母
井
）、
直

井
兌
夫
さ
ん
（
与
能
）
が
県
警

察
本
部
長
・
県
交
通
安
全
協
会

長
か
ら
表
彰
さ
れ
、
同
支
部
の

水
沼
清
一
さ
ん
（
下
延
生
）
が

交
通
栄
誉
章
「
緑
十
路
銅
章
」

を
受
章
し
ま
し
た
。
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10
月
23
日
（
金
）
宇
都
宮
市
文
化
会
館
で
、
県
民
生
委
員

児
童
委
員
大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
民
生
委
員
児
童
委
員
の
川

又
敏
生
さ
ん
（
祖
母
井
）
と
黒

須
敏
文
さ
ん
（
八
ツ
木
）
が
、

県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
又
さ
ん
と
黒
須
さ
ん
は
、

平
成
19
年
12
月
か
ら
地
域
福

祉
の
向
上
の
た
め
に
尽
力
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
が

評
価
さ
れ
、
こ
の
た
び
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
（
日
）
真
岡
地
区
交
通
安
全
協
会
祖
母
井
支
部

主
催
の
「
安
全
運
転
体
験
乗
車
研
修
」
が
、
鹿
沼
市
に
あ
る

県
交
通
安
全
教
育
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

事
故
回
避
運
転
の
体
験
学

習
で
は
、
ス
リ
ッ
プ
な
ど
で
車

両
が
運
転
の
限
界
を
超
え
て

操
作
不
能
に
な
る
状
態
を
体

験
し
、
ブ
レ
ー
キ
や
ハ
ン
ド
ル

に
よ
る
操
作
の
困
難
性
を
理

解
す
る
と
と
も
に
、
対
処
技
術

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

宇
都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
株
式
会
社

創
立
総
会

　

11
月
６
日
（
金
）
宇
都
宮
市
役
所
で
、
宇
都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー

ル
株
式
会
社
の
創
立
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

芳
賀
町
と
宇
都
宮
市
が
進
め
る
次
世
代
型
路
面
電
車
（
Ｌ
Ｒ

Ｔ
）
事
業
の
運
営
主
体
と
な
る

新
会
社
は
、
代
表
取
締
役
社
長

に
宇
都
宮
市
の
高
井
徹
副
市

長
、
取
締
役
副
社
長
に
芳
賀
町

の
上
野
哲
男
副
町
長
が
就
任

し
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
は
、
来
年

度
着
手
し
、
平
成
31
年
度
中

の
開
業
を
目
指
し
ま
す
。

県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
表
彰

通
学
路
の
安
全
確
保
に
尽
力

　

10
月
16
日
（
金
）
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
、
地
域
安
全
県
民

の
つ
ど
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
席
上
で
、
防
犯
功
労
者
と
し
て
、

町
交
通
安
全
指
導
員
の
鈴
木
義
惠
さ
ん

（
東
水
沼
）
が
関
東
管
区
警
察
局
長
・

関
東
防
犯
協
会
連
絡
協
議
会
長
表
彰
を

受
け
、
と
ち
ぎ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
芳
賀

支
部
後
援
会
の
稲
川
昇
司
さ
ん
（
下
延

生
）、
祖
母
井
警
察
官
駐
在
所
連
絡
協

議
会
の
石
﨑
享
さ
ん
（
稲
毛
田
）
と
下

延
生
警
察
官
駐
在
所
連
絡
協
議
会
の
手

塚
真
さ
ん
（
下
延
生
）
が
同
局
長
感
謝

状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
協
会
祖
母
井
支
部
で

安
全
運
転
体
験

と
ち
ぎ〝
食
と
農
〞ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア

２
０
１
５

　

10
月
24
日
（
土
）・
25
日
（
日
）
に
県
庁
で
「
と
ち
ぎ
〝
食

と
農
〞
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
２
０
１
５
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
各
地
の
農
産
物
、
加
工
品

の
展
示
・
試
食
・
販
売
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

芳
賀
町
か
ら
は
稲
毛
田
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
、
循
環
シ
ス
テ
ム

研
究
会
、
ベ
ル
モ
ッ
ク
、
道
の

駅
は
が
、
友
遊
直
売
所
が
出
店

し
、
来
場
者
に
好
評
で
し
た
。
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